













































立ち寄って，話し棺手と身の呂りの世話をしながらの 1年でした O 妻にとっては
一連の治療が終わり，翌年の4月から 5月の2月程を自宅で過ごせたのがせめて
もの救いであったと思います。再び症状が悪化して再入院してからは「その時J
を待つのみでした。学類の運営委員をやっていたので，学類長が心臓の手術で入
院され学類長代行の役を勤めることになり，妻の「その時J のカウントが始まっ
たら代行の辞令が出たような訳で，恐らく私の一生の内最もつらい時であったと
思います。
要を送ってから定年までの 1年半は，義務感のみで自分を支えていたと思いま
す。筑波大学勤務の期間は必ずしも長くはなかったとしても，その簡に体験した
ことは，ちょっと言葉では表せないような重いものでした。各学系の皆様方のご
理解・ご協力のお陰で何かと勤められたものと感諾しております。最後の日は退
職辞令を受け取り，関係のあった方々に挨拶をして帰った後，自分で赤飯を炊い
て仏前に供えました。配偶者を失うと，それまで頭では分かっていても，実感と
して気が付いていなかったことが見えてくるように思います。この様にしておけ
ば良かった，この様に言っておいたら良かったとの後侮ばかりで，本当に至らな
かったとの思いをどうすることも出来ません。安易に期待していた「安らぎの時J
は私には配給されなかったようです。これからも何を目標に，如何に生きて行く
のか模索を続けて行かなくてはと患っています。
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